
　みなさん、こんにちは。大島社協ボランティアセンターです。
　さて、センターで12月より発行しておりますこの「かわら版」は、４月か
ら不定期発行となります。今後も随時、皆さまへの情報提供を目的に紙
面を作ります。ぜひご一読ください。

かわら版　№017
（平成 26 年 3月 24 日）

　５年前から大島に毎年来島し、大島藤倉学園や椿の里に、３年前から
恵の園に慰問活動をしている中平さんは、ブラジルを中心とする南米や
東北での慰問活動を行っています。
　中平さんは、16歳の時に「スター誕生」での最優秀歌唱賞、「全日本歌
謡選手権」10週勝ち抜きを経て歌手の道に入りましたが、舞台での事故
に遭い歌を断念。その20年後に再び歌手活動を再開されました。
　昨年の台風災害には、地球の裏側のブラジルの日系人の方々からもお
見舞いの言葉、温かい心を寄せられました。その心を歌に乗せ、大島で歌
ってくださるのは、童謡、抒情歌、歌謡曲、ラテン音楽、美空ひばりなど幅
広い曲です。ぜひお出かけください。　

　●お問い合わせ　福本洋祐　090－4017－1569

大島社協ボランティアセンター

開所時間 / 8：30～17：15
土日・祝祭日は休み

歌手 中平マリコ ミニコンサート

2014 年４月５日（土）　午後３時半～
北の山 応急仮設住宅 集会室 ／ 入場無料



日　時 ： 毎週木曜日　13時～15時

場　所 ：「くぼいち」さんの店舗内

内　容 ： 喫茶コーナー　等

大島社会福祉協議会

担当／　白井・今津

　災害で助かった貴重なお米と、阿蘇のこども達や地元のお母さんなどにお
願いしちょっとしたメッセージを集め、小さな袋に張り、その袋にそのお米を
入れ作り上げた１膳分のお米。また、少しでも目立つ様にと子ども達に落書
きをしてもらい派手になったバイクと災害時災害の情報など持ち、各地の該
当で募金活動をさせてもらい、その募金という１善（一日一善）お気持ちの
お返しに「１膳分」のお米をお渡した募金活動。
　新聞や地域の方のご協力もあり、各地のお店に置いてもらえる様になった
「１膳米」と募金箱。約２ヶ月で約６０万近くのお気持ちが集まりました。　
　その集まったお気持ちは被害の大きかった古城地区を初め坂梨地区の自治
体に直接持って行き、地区の事、公民館の事に使って欲しいとお手紙と共に
お渡しさせてもらいました。
　そして今でもボランティア有志は、以前よりも頻繁ではありませんが、阿蘇
に通って地域の方と共に過ごし、微力ではありますが、家庭菜園、畑の再生、
引っ越しなど災害に関わる事のお手伝いをさせてもらっています。阿蘇災害
ボランティアベース ZEN の始まりです。

　大島においても今回の災害を機にいくつかのボランティアグループが誕生
しました。復興の道のりは長く険しいものですが、多様な方々が参加し、様々
なアイデアを持ち寄りながら、活動を続けられることを期待しています。

　大島社会福祉協議会では、この地域のみなさまがほんの少しでも
「ゆっくり、そしてホッとできる」場所になるよう、住民交流会「あいべ
ぇ」を開催しています。みなさまぜひお越しください。

阿蘇に学ぶ  ～その５：１ZEN のお返し～

「くぼいち」さんでの「あいべぇ」は今週 3月 27日が最終日となります。


